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絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan officially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a significant message of peace 
from Japan.

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
（
濟
藤
和
彦
校
長
、
生
徒
数

３
０
５
人
）
幼
稚
部
は
９
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で
「
こ
ど
も

の
日
」
の
工
作
を
行
っ
た
。

　前
週
の
オ
ン
ラ
イ
ン
保
育
で

「
こ
ど
も
の
日
」
の
行
事
を
紹

介
し
、
絵
の
具
を
使
っ
て
色
と

り
ど
り
に
仕
上
げ
た
鯉
の
ぼ
り

を
作
っ
た
。
そ
し
て
９
日
に
包

装
紙
で
折
っ
た
兜
を
か
ぶ
り
、

自
作
の
鯉
の
ぼ
り
を
持
っ
て
元

気
い
っ
ぱ
い
の
う
れ
し
そ
う
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

プリンストン日本語学校

幼稚部でこどもの日

　
米
社
会
保
障
局
（
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

は
７
日
、
２
０
２
０
年
出
生

し
た
新
生
児
の
名
前
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
、
男
子
で
は

「Liam

（
リ
ア
ム
）」、
女
子

で
は
「O

livia

（
オ
リ
ビ
ア
）」

が
最
も
多
か
っ
た
。 

　
上
位
５
位
は
次
の
通
り
。
男

子
の
２
位
はN

oah

（
ノ
ア
）、

３
位O

liver

（
オ
リ
バ
ー
）、

４
位E

lijah

（
エ
リ
ヤ
）、
５

位W
illiam

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）。

女
子
の
２
位
はE

m
m

a

（
エ

マ
）、
３
位A

va

（
ア
バ
）、

４
位C

harlotte

（
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ト
）、
５
位Sophia

（
ソ
フ

ィ
ア
）。
上
位
３
位
の
順
位
は

男
女
と
も
に
、
一
昨
年
か
ら
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
同
局
に
は
理

由
と
し
て
、
前
例
の
な
い
コ
ロ

ナ
禍
で
、
親
た
ち
は
馴
染
み
深

い
名
前
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
、

と
解
説
し
て
い
る
。 

　

上

位

10

位

で

は
、

男

子

のM
ason

（
メ
イ
ソ
ン
）
と

E
than

（
イ
ー
サ
ン
）
の
代
わ

り
に
、
９
位
にH

arry

（
ハ

リ
ー
）
と
10
位A

lexander

（
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
）
が
ラ
ン

ク
イ
ン
し
た
こ
と
が
わ
ず
か
な

変
化
だ
っ
た
。
昨
年
米
国
に
移

住
し
た
サ
セ
ッ
ク
ス
公
爵
の
名

前H
arry

は
、
前
回
上
位
10

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の
は
１

世
紀
以
上
前
の
１
９
１
０
年
だ

っ
た
が
、
近
年
は
英
国
王
室
人

気
で
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
と

い
う
。
ま
た
主
に
ポ
ッ
プ
・
カ

ル
チ
ャ
ー
の
影
響
で
順
位
上
昇

が
最
も
著
し
か
っ
た
名
前
は
次

の
通
り
。
男
子
はZyair

（
ザ

イ
ア
）、Jaxtyn

（
ジ
ャ
ッ

ク
ス
テ
ィ
ン
）、Jakobe

（
ジ

ャ
コ
ビ
ー
）、K

ylo

（
カ
イ

ロ
）、A

ziel

（
ア
ジ
エ
ル
）、

女
子
はA

vayah

（
ア
バ
ヤ

ー
）、Denisse

（
デ
ニ
ー
ス
）、

Jianna

（
ジ
ア
ナ
）、Capri

（
カ

プ
リ
）、Rosalia

（
ロ
ザ
リ
ア
）。 

赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

人気ランキング
ハリー王子人気も影響

Ｑ
　
帰
国
後
の
幼
稚
園
選
び
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
現
地

の
幼
稚
園
に
通
う
4
歳
の
娘
が

お
り
ま
す
。
来
年
に
は
日
本
へ

帰
国
す
る
予
定
で
す
。
娘
は
終

日
現
地
の
幼
稚
園
で
、
ま
た
週

末
も
お
友
達
と
英
語
で
遊
ぶ
こ

と
が
多
く
、
日
本
語
よ
り
も
英

語
が
中
心
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
親
と
し
て
は
せ
っ
か
く

覚
え
た
英
語
を
忘
れ
て
ほ
し
く

な
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
帰
国

後
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
の
幼
稚
園
に
入
れ
よ
う

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
の
後
は
日
本
の
小
学
校
に
通

わ
せ
る
つ
も
り
で
お
り
、
年

中
・
年
長
の
短
期
間
だ
け
英
語

の
環
境
に
置
く
こ
と
が
有
意
義

な
こ
と
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
か
と
い
っ
て
日
本
の
幼
稚

園
に
な
じ
ん
で
く
れ
る
か
心
配

で
す
。
幼
稚
園
選
び
を
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
　
わ
が
家
の
息
子
は
、
現
地

の
幼
稚
園
で
約
3
年
間
過
ご

し
、
5
歳
に
な
る
直
前
に
帰
国

し
ま
し
た
。
幼
児
期
の
英
語
の

習
得
は
大
人
の
場
合
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
速
い
よ

う
で
、
息
子
も
何
不
自
由
な
く

英
語
の
環
境
で
楽
し
い
日
々
を

送
り
ま
し
た
。
帰
国
後
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

幼
稚
園
の
年
中
に
入
り
、
地
元

の
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
、

家
庭
以
外
で
は
英
語
が
中
心
の

毎
日
で
し
た
。
当
時
は
突
然
日

本
語
の
み
の
環
境
に
入
れ
る
こ

と
を
不
安
に
思
い
、
ま
た
、
も

う
少
し
し
っ
か
り
英
語
を
定
着

さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
、
迷
わ
ず
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
い
う
選
択
を

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

い
ま
振
り
返
る
と
、
言
語
習
得

に
大
切
な
こ
の
時
期
に
、
得
た

も
の
と
逃
し
て
し
ま
っ
た
も
の

の
両
方
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
わ
が
家
の

経
験
で
す
が
、
少
し
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
親
と
し
て
は
、
帰
国
直
後
に

わ
が
子
が
言
語
や
習
慣
の
違
う

環
境
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
は
し

な
い
か
と
、
と
て
も
不
安
に
思

う
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
は
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

最
適
な
環
境
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
生
活
面
で
は
、
慣
れ
た
英

語
を
使
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
こ
と
で

日
本
に
も
同
じ
よ
う
な
環
境
が

あ
る
と
肌
で
感
じ
、
安
心
で
き

ま
す
。
学
習
面
で
は
、
キ
ン
ダ

ー
の
年
齢
に
な
る
と
読
み
書
き

を
学
習
し
、
英
語
の
基
礎
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

わ
が
家
で
も
当
時
の
学
習
が
そ

の
先
の
英
語
保
持
に
大
変
役
立

ち
、
お
か
げ
で
2
度
目
の
赴
任

の
際
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
現
地
校

に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
、
学
校

生
活
を
楽
し
め
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
の
時
期

に
覚
え
る
べ
き
日
本
語
や
表
現

の
習
得
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
の
ち
に
受
験

の
際
、
国
語
だ
け
で
な
く
、
他

教
科
で
も
記
述
問
題
で
点
数
が

伸
び
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
本
人
の
学
習
の

仕
方
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
が
、
幼
児
期
の
ア

メ
リ
カ
で
の
過
ご
し
方
も
含

め
、
日
本
語
と
接
す
る
時
間
が

不
十
分
だ
っ
た
と
反
省
す
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
日
本
語
を

話
す
場
面
で
は
随
分
と
遠
慮
が

ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
を
持
て

な
か
っ
た
の
か
、
特
に
小
学
校

で
は
、
し
ば
ら
く
口
数
が
少
な

く
お
と
な
し
く
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
反
動
で
、
家
で
は

英
語
で
話
を
す
る
日
々
が
続
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
日
本
語
も
追

い
つ
き
、
問
題
な
く
周
囲
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

の
過
程
で
、
少
な
か
ら
ず
精
神

面
で
の
負
担
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
帰
国
後
の
こ
と
を
考
え
、
今

か
ら
日
本
語
の
準
備
を
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
例
え

ば
日
本
人
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ

に
参
加
し
た
り
、
幼
児
対
象
の

学
習
塾
を
利
用
し
た
り
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ご
家
庭
で

は
本
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

日
本
語
を
聞
き
、
日
本
語
で
答

え
る
こ
と
を
促
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
毎
日
続
け
て
日
本
語

の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
随
分
と

日
本
語
を
習
得
で
き
、
お
子
さ

ま
も
気
持
ち
を
楽
に
、
新
し
い

幼
稚
園
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
英
語
に
偏
ら
ず

日
本
語
も
習
得
し
て
お
け
ば
、

帰
国
後
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し

て
も
安
心
し
て
環
境
に
な
じ
む

こ
と
が
で
き
、
長
い
目
で
見
て

お
子
さ
ま
の
自
信
に
つ
な
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

  「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
」

で
は
、
面
談
・
電
話
・
メ
ー
ル

に
て
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
前
・
帰
国
後
の
心
配
事
な

ど
、
同
じ
よ
う
に
海
外
で
子
育

て
を
経
験
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
丁

寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は

●フレンズ帰国生母の会
Tel: 03-3212-8497（東京）
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

フレンズ帰国生母の会        冨田 紋相談員
滞在歴：米国ニューヨーク州 7年（2度滞在）

滞在時の子供の年齢：長男 1歳〜 4歳、11歳〜 15歳

帰国後の幼稚園選びについて

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
創
立
41
周
年

を
記
念
し
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
抽
選
会
が
、
６
月
18

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
。
抽

選
会
は
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の

協
賛
に
よ
り
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
の
往
復
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る
。
販

売
期
間
の
延
長
に
伴
い
、
３
月

に
行
わ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
祝
賀

会
の
出
席
者
も
追
加
購
入
が
可

能
。
ラ
ッ
フ
ル
券
は
一
口
20
ド

ル
。
支
払
い
は
ペ
イ
パ
ル
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ド

カ
ー
ド
、
現
金
ま
た
は
チ
ェ
ッ

ク
に
て
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ペ
ー
ジ

https://japan
eseschool.

o
r

g
/

fu
n

d
r

a
is

in
g

/
friendship/

を
参
照
。

NY育英学園創立 41周年
ファンドレイジング抽選会

６月 18日に開催




